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ZOOM SLACK

 

18:00

18:15

18:30

19:00

9:30
フォーラム
サブサハラアフリカの地域社会におけるWASH
（⽔と衛⽣）
カメルーン、セネガル、マラウイ、ザンビアにお
けるローカルアクターとの協働

座⻑：⼭内太郎（北海道⼤学）

佐井 旭（北海道⼤学）
COVID-19パンデミック下の地域社会における
NGOとのWASH（⽔、トイレ、衛⽣）の共創：カ
メルーンにおける狩猟採集⺠から都市居住者まで
池⾒真由（札幌国際⼤学）
セネガルの村落コミュニティにおける⽔と衛⽣の
管理に対する地域住⺠との協働
満永有美（北海道⼤学）
サブサハラアフリカに居住する思春期⼥⼦の⽉経
衛⽣対処：マラウイ共和国リロングウェ県の事例
Sikopo Nyambe（北海道⼤学）
ザンビア都市スラムにおける⼦どもと若者の参加
型アクションリサーチによる地域に根差した
WASH（⽔、トイレ、衛⽣）の共創
原⽥英典（京都⼤学）
⽔と衛⽣を題材とした参加型量的調査による⾝近
な汚染の可視化 ?ルサカの未計画居住区の若者と
の協働?

フォーラム
カメルーン熱帯⾬林における野⽣動物保全と住⺠
参加型マネジメント

座⻑：本郷 峻（京都⼤学）

市川光雄（京都⼤学）
趣旨説明：カメルーン東南部におけるブッシュ
ミート・クライシス
本郷峻（京都⼤学）
ダイカー指標は狩猟対象哺乳類のバイオマスを景
観レベルで予測するか？
安岡宏和（京都⼤学）
バカの狩猟採集キャンプ（モロンゴ）の狩猟動物
個体群への影響
南倉輔（京都⼤学）
カメルーン熱帯⾬林における⾷⾁類の個体数密度
推定
⾚岡佑治（京都⼤学）
地域住⺠の狩猟活動がオナガザル科中型霊⻑類の
個体数密度に及ぼす影響

9:45

10:00

11:00

11:15

11:30

10:15

10:30

10:45

17:45

16:30

16:45

17:00

A-10

佐藤宏樹（京都⼤学）
マダガスカル北⻄部の乾燥落葉樹林における有⽤
植物の多様性と現存量

徳⼭奈帆⼦（京都⼤学）
野⽣ボノボにおける、息⼦が関わる闘争への⺟の
介⼊：「姑」は常に「嫁」の味⽅

17:30

10:45

14:30 14:30

B-7 C-12

11:45 11:45

12:00 12:00

12:15 12:15

13:30

岩井雪乃（早稲⽥⼤学）
アフリカゾウ獣害問題の「⾒えない被害」

KAWACHI, Kazuhiro（慶應義塾⼤学）
Reports on a semantic-typology experiment 
on causative constructions: The Sidaama case

⾼⽥明（京都⼤学）
模倣の⾃然化：サンの相互⾏為の分析から

13:45 13:45

14:00 14:00

11:00

11:15

11:30

A-8

A-9

12:15-13:30
評議員会

12:30 12:30

12:45 12:45

13:00 13:00

13:15 13:15

13:30

C-10

B-10

14:45 14:45

今井⼀郎（関⻄学院⼤学）
マラウイ・チルワ湖における漁撈活動の研究
―湖⻄岸の漁獲⽔揚げ3地点の調査から―
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座
⻑
 
⾜
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太
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15:00

マイヤー幸⼦（⼤阪⼤学）
エボラ出⾎熱パンデミック下における初等科衛⽣
教育が衛⽣⾏動にもたらした効果：コートジボ
ワール共和国の⼤学⽣によるフィードバックを参
照してー

座
⻑
 
飯
⽥
卓

中川千草（⿓⾕⼤学）
ギニアにおけるローカル養鶏ビジネス

古澤礼太（中部⼤学）
ガーナ⾸都アクラのガマシ漁港に⾒る漁⺠社会の
構造：伝統的秩序と漁港空間の特性から

17:45

A会場

座
⻑
 
⼭
内
太
郎

座
⻑
 
⿊
崎
⿓
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座
⻑
 
本
郷
峻

座
⻑
 
五
百
部
裕

⼤⽯喜久男（独⽴研究者）
限界集落からのメッセージ；アフリカの郷⾥の未
来を守る⽇本の⽀援を

中村亮（福岡⼤学）
タンザニア南部キルワ島の経済互助組織にみる地
域振興と環境保全の可能性

松本愛果（京都⼤学）
学校教育がもたらすレジリエンスの向上効果：
COVID-19流⾏下のケニア・ナイロビのイン
フォーマル事業者に注⽬して

朴聖恩（京都⼤学）
留学経験を通じた⾃⼰認識の再形成: アフリカ⼈
遺児奨学⽣の事例から

A-1

A-2

A-3

A-4

F-1

休憩

⽔野⼀晴（京都⼤学）
ケニア⼭とキリマンジャロの氷河と植⽣の30年間
の変化

A-5

A-6

A-7

B-5

B-6

14:15

⼤⾕侑也（東京⼤学）
気候変動下のアフリカにおける地域環境研究の回
顧と展望

15:00

C-6

C-7

C-8

C-9

17:00

17:15 17:15

SATO, Miho（⻑崎⼤学）
Contextual factors behind teenage pregnancy: 
Findings from a qualitative assessment of a 
reproductive, maternal, newborn, child, and 
adolescent health project in Northern Zambia

座
⻑
 
菊
地
滋
夫

菅野淑（愛知淑徳⼤学）
⽇本におけるアフリカ（系）⾳楽の活動実践：⻄
アフリカ舞踊とアフロブラジル⾳楽の⽇本⼈実践
者を事例に

村津蘭（東京外国語⼤学）
SNSと呪術・治療：ベナンにおける事例より

KINYUA, Laban Kithinji（上智⼤学）
Political Ethnography of Digital Platforms in 
Africa: Social Networks of Gossip and Rumour 
in Rural Livelihoods

阪本公美⼦（宇都宮⼤学）
タンザニア都市近郊における⼩学⽣が⾷べる野⽣
⾷物に関する予備的報告：ダルエスサラーム、プ
ワニ州、リンディ州⼩学校における質問票調査よ
り

B-9

14:15

C-11

B-8

仲尾友貴恵（国⽴⺠族学博物館）
視覚障害者の⽣活史にむけて：ダルエスサラーム
での聞き取りから

⻘池歌⼦（京都⼤学）
住⺠が路上に出す⽣活雑排⽔とゴミ溜まり：ニ
ジェール・ニアメ市における⽔とゴミの廃棄に着
⽬して

神⾕ 保彦（⻑崎⼤学）
ケニアにおけるスナノミ症の現状と対策⽀援

SEERA Georgina（京都⼤学）
Time allocation of women and obesity in 
urban Uganda: A case for looking beyond 
energy intake, energy expenditure and energy 
balance

17:30

15:15 15:15

15:30 15:30

15:45 15:45

16:00 16:00

16:15 16:15

16:30

16:45

ユースギョン（京都精華⼤学）
アフリカのコミック・マンガ⽂化の現状―⻄アフ
リカ諸国の例を中⼼に―

村⽥はるせ（⽇本アフリカ学会）
孤独な時間の思考と⼼の⾃由：アフリカ⽂学のな
かの⼦どもたち

鈴⽊裕之（国⼠舘⼤学）
＜マンデ⽂学研究(5)＞アフリカ社会を映し出す推
理⼩説 −ムサ・コナテの「アビブ警視の事件簿」
を読む−

阿久津昌三（信州⼤学）
港町ブルース 
―ヤア・ジャシの『Homegoing』を読む―

仲尾周⼀郎（⼤阪⼤学）
バリ語における⽰差的⽬的語標⽰：有標性パラド
クスと脱逆受動化

野本繭⼦（京都⼤学）
ガボン共和国ムカラバ・ドゥドゥ国⽴公園周辺に
おけるマルミミゾウの作物被害による住⺠の暮ら
しの変化
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ZOOM ZOOM ZOOM

B会場 C会場

9:45

10:00

10:15

10:3010:30

P-1 ⾶内悠⼦（盛岡⼤学）
宣教師団と植⺠地政府、そして国境：英国国教会宣教教会アッ

パーナイル教区の運営と分割

P-2 細井友裕（東京⼤学）
中央アフリカ共和国における武装勢⼒の離合集散

P-3 平井將公（京都⼤学）
⽣業活動における“森林保全効果”と森林管理への住⺠の巻き込

み：カメルーン東部州の事例

P-4 望⽉優（慶應義塾⼤学）
GISを利⽤した⼦どもの数の推定と初等教育機関の分布の偏り

に関する分析 -キベラスラムと周辺地域を対象として-

P-5 島⽥将喜（帝京科学⼤学）
⻄部タンザニア・タンガニーカ湖周辺に暮らす⼈々の遊び

P-6 林耕次（総合地球環境学研究所）
トイレ造りをめぐる共創：カメルーン東部州ピグミー系狩猟採

集社会での試み

P-7古本真（東京外国語⼤学）
ザンジバルの男⼦割礼の唄をドキュメンテーションする

9:45

10:00

10:15

D会場

若狭基道（跡⾒学園⼥⼦⼤学）
クシ諸語・オモ諸語のn⾳

F-2

B-1

B-2

B-3

B-4

休憩

阿⽑⾹絵（京都精華⼤学）
「アフリカ発」のコミックアート：ユーモア・ス
テレオタイプとトランスカルチュラルアイデン
ティティ

10:45

11:00

11:15

11:30

11:45

12:00

12:15

12:30

12:45

15:15-16:30
総会

研究奨励賞授賞式

17:00-19:00
特定⾮営利活動法⼈FENICS

×
アフリカ学会九州⽀部共催イベント

⼤学院⽣でママ・パパになれる？
研究室仲間と歩んだ⼦育て院⽣⽣活
椎野若菜（東京外国語⼤学）
網中昭世（アジア経済研究所）

⽇達真美（世界⾷糧計画セネガル事務所）
⼭⽥直之（アイ・シー・ネット株式会社）

星友矩 （熱帯医学研究所）

FENICSイベントのオンライン会場アドレスは、アフリカ学会
学術⼤会とは別に設定されます。

18:00

18:15

18:30

19:00

昼休憩

14:00

14:15

14:30

14:45

15:00

13:00

13:15

13:30

13:45
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11:45 11:45

川⼝博⼦（⼤阪⼤学／⽇本学術振興会）
ウガンダ北部紛争後の被害者のための賠償にむけ
て：国政刑事裁判所を介した変⾰的正義の可能性

John Ngoy KALENGA（法政⼤学）
Analyzing the workplace safety at Musoshi 
mine in Haut-Katanga province, 1970-2010

森⼝岳 （東京農業⼤学・駒澤⼤学）
ハブとしてのスラムと⼤湖地域の移動⺠：カンパ
ラ、Ｎ・スラムを事例に

C-20
⽶川正⼦（明治学院⼤学）
移動と難⺠キャンプ：ルワンダにおけるツチ系コ
ンゴ「難⺠」の政治的利⽤

C-18
⼤⼭修⼀（京都⼤学）
ニジェール共和国におけるテロとデモ⾏進、SNS
でうごく市⺠感情

12:00 12:00

13:15

13:30 13:30

昼休憩

P-1 ⾶内悠⼦（盛岡⼤学）
宣教師団と植⺠地政府、そして国

境：英国国教会宣教教会アッパーナ
イル教区の運営と分割

P-2 細井友裕（東京⼤学）
中央アフリカ共和国における武装勢

⼒の離合集散

P-3 平井將公（京都⼤学）
⽣業活動における“森林保全効果”と
森林管理への住⺠の巻き込み：カメ

ルーン東部州の事例

P-4 望⽉優（慶應義塾⼤学）
GISを利⽤した⼦どもの数の推定と初
等教育機関の分布の偏りに関する分

析 -キベラスラムと周辺地域を対象と
して-

P-5 島⽥将喜（帝京科学⼤学）
⻄部タンザニア・タンガニーカ湖周

辺に暮らす⼈々の遊び

P-6 林耕次（総合地球環境学研究
所）

トイレ造りをめぐる共創：カメルー
ン東部州ピグミー系狩猟採集社会で

の試み

P-7古本真（東京外国語⼤学）
ザンジバルの男⼦割礼の唄をドキュ

メンテーションする

9:30

9:45

10:45

11:00 11:00

11:15 11:15

9:45

10:00 10:00

10:15 10:15

10:30 10:30

10:45

11:30 11:30

12:15 12:15

12:30 12:30

12:45 12:45

13:00 13:00

13:15

14:30 14:30

14:45 14:45

15:00 15:00

14:00 14:00

14:15 14:15
【ウェビナー会場および⻑崎⼤学】

13:30-16:00
公開シンポジウム
コロナの時代に、

顧みられない熱帯病を顧みる

増⽥研・森保妙⼦・猪狩友美・⻄真如・⽊村英作・佐藤美穂

13:45 13:45

15:15 15:15

15:30 15:30

15:45 15:45

16:0016:00

座
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座
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久
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⼦

座
⻑
 
武
内
進
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沓掛沙弥⾹（東京外国語⼤学／⽇本学術振興会）
アフリカ諸国の憲法の条⽂にみる⾔語

宮内洋平（社会理論・動態研究所）
南アフリカの銅像展⽰の政治学 - 「⾃由への⻑い
⾏進」プロジェクトの事例

Ian Karusigarira (政策研究⼤学院⼤学）
Repression in a Revolutionary Matrix: 
Explaining the Revolutionary Culture in 
Uganda

ヘバタッラー・オマル（名古屋⼤学）
⼆つの海の間：グローバルとローカルの間のエジ
プトにおける⼥⼦割礼問題と権⼒関係の影響

（発表キャンセル）

⽯川博樹（東京外国語⼤学）
イタリアの⼈種論における「ハム⼈種」

OKAZAKI, Rumi（芝浦⼯業⼤学）
Is Conservation Possible? Addis Ababaʼs 
Heritage Amid Cataclysmic Urban Change

森尾貴広（筑波⼤学）
2017-2019年における⽇本企業のアフリカ進出の
特徴

守屋三佐江（⼀橋⼤学）
EAC乳業部⾨における加盟国間競争と製品多様化

松原加奈（東京理科⼤学）
変転する政策と企業の展開―エチオピアの⾰靴製
造業に着⽬して―

⼭平泰⼦（京都⼤学）
アフリカ⽂脈でのワークプレイス・ハピネス（職
場における幸福感）

福⻄隆弘（アジア経済研究所）
職業スキル政策と若者の雇⽤： エチオピアのスキ
ル認証制度の労働市場における役割

座
⻑
 
眞
城
百
華

B-11

B-12

B-13

B-14

B-15

B-16

B-17

ZOOM

休憩 休憩

C-13

C-14

C-15

C-16

C-17

C-19

座
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A会場 B会場 C会場

座
⻑
 
児
⽟
由
佳

関広尚世（公益財団法⼈ 京都市埋蔵⽂化財研究所）

スーダン⽂化財に⾒るディアスポラとレイシズ
ム：「存在」の回復と拡散

桐越 仁美（国⼠舘⼤学）
北から南への流れを捉える―ガーナの2010年⼈⼝
センサスを⽤いて―

A-18

A-19

休憩

座
⻑
 
坂
井
真
紀
⼦

須永修枝（富⼭⼤学）
ロンドンのソマリランドコミュニティ活動と緊張
関係：「どこから来たのか」に着⽬して

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

佐藤千鶴⼦（アジア経済研究所）
マラウィ⼈の南アフリカへの国際移動

落合雄彦（⿓⾕⼤学）
植⺠地時代のナイジェリアにおけるハンセン病コ
ントロール

鈴⽊英明（国⽴⺠族学博物館）
ザンジバルのもう⼀つのコスモポリタン：奴隷交
易とシャンバ

藤井千晶（⽇本学術振興会）
イスラーム儀礼における太⿎使⽤についての⼀考
察：東アフリカ沿岸部の事例から

ZOOM ZOOM
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